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異なる地表面被覆下の土壌水における放射性セシウム濃度分布
The Cs-134 and Cs-137 concentrations in soil water covered by diferent vegetations
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草地、牧草地、および森林地を対象とし、深度 10～50 cmまでの土壌水を、サクションライシメータにより採水し、濾
過後、ゲルマニウム検出器により Cs-134および Cs-137濃度分析に供した。試料採取は、2011年 6月から 8月にかけ、
福島県伊達郡川俣町山木屋地区において、1週間から 10日間隔で実施した。その結果、草地および放牧地の土壌水にお
いては、0.1～2.5 Bg/kgの Cs-134、Cs-137濃度が検出され、とくにもっとも浅い 10cmの Cs濃度が高いという特徴がみ
られたのに対し、森林地においては深度 50cmにおいて 1.6 Bg/kgと比較的高い濃度が検出された。
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